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（昭和59年12月1日現在）

51，647世帯（前月比5世帯減）

16，3192人（前月比151人増）

81，168人

82，024人

世帯数

・人口

一男

女

第687号

市長

選挙

｜゜｀゛゜｀’｀

任
期
満
了
に
伴
う
宇
治
市
長
選
挙
は
、
さ
る
十
二
月
九
日

に
投
票
が
行
わ
れ
即
日
開
票
の
結
果
ヽ
現
職
の
池
本
正
夫
市

長
が
再
選
。
第
十
代
宇
治
市
長
と
し
て
、
今
後
四
年
間
市
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
有
権
者
は
十
万

六
千
八
百
八
十
六
人
、
投
票
率
は
五
三
・
六
六
％
で
、
前
回

（
五
五
・
〇
二
％
）
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。
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今
後
4
年
問
の
市
政
を
担
当

確定得票

35，418

21，487

開票結果

当選池本正夫

次点林つとむ

今
回
の
宇
治
市
長
選
挙
は
、
公

選
法
の
改
正
ｖ
ｍ
期
間
が
こ
れ

ま
で
の
十
日
間
か
ら
七
Ｅ
間
に
短

縮
さ
れ
た
た
め
、
各
侯
補
者
は
十

二
月
二
日
の
ｉ
ｌ
ｎ
ｉ
＾
＾
熱
の
こ
も

－－－一二－－一二■－－

つ
た
運
動
夕
展
開
し
’
一
‘
し
た
。

十
二
月
九
Ｅ
の
誓
百
は
、
午

前
七
時
か
ら
市
内
四
十
四
ヵ
所
の

投
票
所
で
裂
票
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
各
投
票
所
と
も
有

権
者
の
出
足
が
に
ぶ
夕
気
味
で
し

た
が
、
冬
と
は
思
え
な
い
暖
か
い

誓
百
和
肇
い
し
て
午
後
か
ら

は
醤
こ
出
か
け
る
有
権
者
も
増

ｆ
汽
て
堂
じ
た
。
こ
の
結
果
、
響
ｙ

率
は
五
三
・
六
六
町
と
前
回
（
五

五
・
〇
二
訂
）
に
近
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
府
下
で
は

初
め
て
窯
暇
投
票
を
呼
ぴ
か
け

奔
し
た
。
ま
た
、
投
四
苫
閣
咲

況
を
お
知
ら
せ
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
応
諾
。
多
く
の
市
民
に

ご
利
用
い
た
だ
き
洪
レ
だ
。

回
眠
、
午
後
七
時
四
十
分
か

忿
函
中
学
校
体
育
館
で
竹
わ
れ
、

午
後
八
時
半
に
は
大
勢
が
判
明
し

午
後
九
時
十
分
に
弱
屁
結
了
し

奔
し
た
。

当
選
し
た
池
本
市
長
は
「
京
都

1
1
1
1
ａ
ｌ
自
Ｉ
ｓ

（
池
本
市
長
の
略
歴
）
大
正
九
年
九
月
十
三

日
生
れ
、
六
十
四
歳
、
宇
治
町
立
菟
道
小
学

校
高
等
科
卒
業
。
昭
和
二
十
二
年
宇
治
町
議

会
議
員
に
当
選
。
二
十
六
年
か
ら
五
十
年
ま

で
宇
治
市
議
会
議
員
に
四
選
さ
。
れ
、
四
十
八

年
か
ら
は
宇
治
市
議
会
第
十
二
代
議
長
に
就

任
。
五
十
年
か
ら
宇
治
市
社
会
教
育
委
員
長
、

五
十
二
年
か
ら
宇
治
商
工
会
議
所
副
会
頭
を

歴
任
。
五
十
五
年
十
二
月
第
九
代
宇
治
市
長

に
就
任
。
宇
治
妙
楽
一
一
三
。

国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
市
民

体
育
館
の
建
設
や
道
路
網
の
整
備

な
ど
に
全
力
か
孝
げ
、
土
八
万
市

民
の
ふ
る
さ
と
と
し
盃
男
あ
る

町
づ
く
£
逗
め
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。
な
お
、
池
本
市

長
は
十
二
月
二
十
日
に
初
登
庁
し

ま
し
た
。
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《
開
票
結
果
〉

▽
当
選
．
池
本
正
夫

三
五
、
四
一
八
票

次
点
林
つ
と
む

二
Ｉ
、
四
八
七
票

無
効
四
五
一
票

（
結
了
午
後
九
時
十
分
）

〈
当
日
の
有
権
者
数
〉

計
一
（
）
一
〈
、
八
八
六
人

男
五
二
、
三
一
一
人

女
五
四
、
五
七
五
人

〈
投
票
者
数
〉計男女

〈
投
票
率
〉

計男女

五
七
、
三
五
六
人

二
七
、
七
三
七
人

二
九
、
六
一
九
人

五
三
・
六
六
％

五
三
・
〇
二
％

五
四
・
二
七
弧

1
2
ヵ
月
の
あ
ゆ
み

▽
京
都
府
南
部
に
大
雪
。
水
道
管
ｍ
相
次
ぐ
。

▽
第
一
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
に
于
入
が
参
加
。

▽
大
鳳
寺
ｍ
＞
「
雨
落
と
し
溝
」
発
見
。

▽
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
ぴ
き
」
を
発
行
。

▽
大
久
保
に
「
ふ
る
さ
と
晨
誤
が
開
園
。

▽
障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事
業
「
す
ぷ
り
ん
ぐ

か
Ｉ
に
ぱ
る
Ｉ
」
を
開
催
。

▽
ラ
ブ
ホ
テ
ル
規
制
条
例
が
施
行
。

▽
栄
治
市
国
体
準
備
委
員
会
に
専
門
委
員
会
が

ｍ
ｒ

▽
宏
吊
斎
場
が
完
成
。

▽
広
野
中
学
校
が
開
校
。
笠
取
・
笠
取
第
二
小

学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

▽
栄
治
川
さ
ぐ
ら
ま
つ
り
に
四
万
人
。

▽
福
祉
パ
ン
フ
レ
″
ト
「
み
ん
な
の
ま
ち
福

祉
の
ま
ち
」
を
発
行
。

▽
塔
の
川
の
喜
撰
橋
架
け
替
え
工
事
が
完
成
。

▽
行
政
運
営
の
効
率
化
奎
凶
る
た
め
、
庁
内
に

Ｏ
Ａ
ル
ー
ム
を
開
設
。

▽
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
保
険
ス
タ
ー
ト
。

▽
冊
子
「
宇
治
市
名
木
百
選
」
を
発
刊
。

▽
市
内
初
の
「
多
目
的
広
場
」
宏
端
山
に
オ

ー
ブ
ン
。

▽
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
始
ま
る
。

▽
京
ｓ
バ
イ
パ
ス
起
工
式
。
六
十
二
年
度
完
成

へ
本
格
化
。

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
実
質
収
支
七
億
八
千

万
円
の
黒
字
。

▽
笠
取
で
『
ふ
れ
あ
い
相
ぎ
を
開
設
。

▽
消
防
本
部
に
気
象
観
測
装
置
を
導
入
。

▽
近
鉄
大
久
保
駅
付
近
鉄
道
高
架
工
事
が
ス
タ

▽
地
域
整
備
計
固
希
十
二
地
域
分
ま
と
ま
る
。

1
0
月

▽
国
鉄
奈
艮
線
電
化
が
ス
タ
ー
ト
。

▽
市
内
二
番
目
の
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
が
大

久
保
に
完
成
。

▽
。
文
化
の
殿
呉
栄
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
が

開
館
。

▽
笠
取
簡
易
水
道
だ
蔑
。

1
1
月

▽
筒
型
乾
電
池
の
収
集
は
じ
ま
る
。

▽
異
常
渇
水
で
取
ぶ
制
限
。
節
水
呼
び
か
け
る
。

▽
重
度
障
害
者
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
が
ス
タ

1
2
月

▽
第
十
代
早
島
市
長
に
池
本
市
長
が
再
選
。

４
複
合
施
股
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
市
民
文
化
の
拠
点
（

1
0
月
）

電
化
で
利
用
客
も
増
え
た

一
国
鉄
奈
良
線
（

1 0
月
）
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一
九
八
四
年
も
残
μ
り
ず
か
。

牢
色
市
の
こ
の
一
年
舎
管
逗
つ

て
み
ま
ｙ
と
、
あ
ｙ
の
字
治
市
を

つ
く
る
都
市
薔
蔽
備
は
着
実
に

進
み
、
芦
ｐ
に
羊
福
祉
に
関
す
る

こ
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
し
た

が
積
極
的
に
取
夕
組
み
奔
レ
た
。

主
な
事
業
刄
は
、
四
月
に
新
し

い
イ
メ
ー
ジ
の
斎
場
が
開
場
。
ま

た
、
広
野
中
学
校
が
開
校
し
、
笠

取
・
笠
取
第
二
小
学
校
が
木
造
校

党
ぶ
鉄
筋
校
舎
に
琴
必
え
ら

れ
ま
レ
た
。

六
十
三
年
京
都
国
体
に
向
け
て
、

六
月
に
は
京
滋
バ
ー
イ
パ
ス
建
設
工

事
が
本
格
化
。
近
鉄
大
久
保
駅
付

折
政
道
高
架
工
事
も
、
九
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十
月
に
は

市
民
の
足
で
あ
る
国
鉄
奈
良
線
が

電
化
洽
れ
、
利
用
客
も
増
凡
て
い

求
了
。
。
市
民
文
化
の
殿
堂
″
文

化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、
本
市
の

文
化
の
拠
点
づ
く
征
が
で
4
垂
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
暮
β
し

の
向
上
牽
め
ざ
し
た
笠
取
簡
易
水

道
が
完
病
公
用
鳶
？
い
ま
ず
。

一
哉
福
祉
の
面
で
ぱ
、
三
月

に
『
ふ
る
さ
と
農
胴
が
開
設
、

六
月
か
ら
在
宅
障
害
者
に
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
事
業
が
始
動
し
ま
し
た
。

今
年
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
し

た
が
、
遅
れ
て
い
た
都
市
荼
盈
整

備
な
ど
諸
施
策
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
着
実
に
進
み
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
町
つ
ぐ
り
は
、

新
し
い
年
ｍ
ｖ
ｉ
よ
シ
と
し
て
い

求
Ｋ

▲葬祭・火葬・待合棟を備えた斎場（4月）

哺
6
2
年
度
完
成
ヘ
エ
事
が
進
む
京
滋
バ
イ
パ
ヌ

（
宇
治
ト
ン
ネ
ル
付
近
6
月
）

進
む
2
1
世
紀
へ
の
町
づ
く
り

池本市長が

再選

'
8
4
宇
治
こ
の
一

年

選
挙
結
果
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国籍法・戸籍法が改正

来年｜月｜日から、国籍法・戸籍法が改正されます。主な

改正内容は次のとおりです。詳しくは、京都地方法務局宇治

支局（豊＠4122）か、市民課へお問い合わせください。

①
父
母
両
系
主
義
の
採
用
と
届

け
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

犯
行
法
で
は
、
父
が
外
国
人

で
母
が
日
本
入
の
握
Ｒ
生
ま

れ
た
そ
こ
な
は
父
の
外
国
国
籍

だ
け
を
取
得
す
る
（
父
系
血
統

主
義
）
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

臣
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
Ｇ
と

が
で
き
示
す
。

②
ニ
Ｘ
国
籍
の
防
止
・
解
消

父
母
両
系
主
義
か
採
用
ず
る

と
、
外
国
の
国
籍
と
日
本
の
国

籍
を
有
す
る
二
重
国
籍
に
な
る

地
主
義
国
＝
ア
メ
リ
カ
や
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
）
で
生
次
れ
た

こ
と
に
よ
り
二
重
国
籍
に
な

っ
た
子
片
も
は
、
日
本
の
国

籍
を
留
保
す
る
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
日
本
の
国
籍
を
失

フ
こ
い
ｔ
制
度
で
す
。
こ
れ

国
際
結
婚
し
た
日
本
人
と
そ
の
子

外
国
姓
で
戸
籍
に

こ
れ
が
、
昭
和
六
十
年
一
月
一

日
か
ら
、
そ
の
子
μ
も
は
日
本

の
国
籍
を
も
有
す
る
（
父
母
両

系
主
義
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
六
十
年
一
月
一
日
に

二
十
歳
未
満
の
子
芦
も
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
施

行
後
三
年
間
に
限
り
、
法
務
大

菅
公
か
多
く
な
り
ま
ず
。
こ

の
璽
国
籍
防
止
の
た
め
に
次
の

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
ず
。

ｅ
国
籍
心
留
保
制
度
の
適
用
範

囲
の
拡
大
・
・
・
国
籍
の
留
保
制

度
と
い
う
の
は
、
自
国
内
で

生
ま
れ
た
人
に
国
籍
を
与
汽

る
こ
と
に
し
て
い
る
国
（
生

ま
で
は
、
生
地
主
義
国
だ
け

に
適
用
さ
れ
で
い
季
ふ
、

来
年
一
月
一
日
か
晨
く
海

外
で
出
生
し
た
握
に
、
す
べ

で
老
の
届
け
出
が
必
要
と
な

り
、
適
用
範
囲
が
拡
大
征
れ

未
す
。

○
国
籍
心
選
択
制
度
心
新
設
・
：

二
重
国
籍
の
人
は
、
原
則
と

し
て
二
十
二
歳
に
な
る
ま
で

に
、
日
本
の
国
籍
か
外
国
の

国
籍
の
い
す
れ
刄
奎
び
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

③
帰
化
条
件
の
改
正

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結

婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件
は
、

外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
妻
で
あ

る
か
で
居
住
の
条
件
な
ど
に
差

異
が
あ
り
ま
し
た
。
改
正
法
で

は
、
こ
れ
を
同
一
に
し
て
、
三

年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
（
結
婚
が
三
年
以
上
続
い

て
い
る
場
合
に
は
、
一
年
以
上

国
内
に
居
住
）
が
必
要
と
な
り

ま
ず
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

は
、
帰
化
申
請
者
本
人
に
独
立

の
隻
罷
力
の
あ
る
こ
と
が
必

要
で
し
た
が
、
改
正
法
で
は
、

原
則
と
し
て
世
帯
単
位
の
忠
徊

能
力
が
判
断
さ
れ
ま
ず
。
ま
た
、

帰
化
の
と
き
に
外
国
籍
を
失
う

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
籍

防
止
条
件
に
つ
い
て
も
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
例

外
と
し
て
帰
化
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
国
際
結
婚
し
た
人
の
氏
の
変

更外
甲
〈
と
結
婚
し
た
場
合
、

結
婚
し
た
日
本
人
の
氏
が
Ｍ
8

＾
ａ
ｔ
＜
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
で
万
か
、
改
正
法
で
は
、
希

。
望
に
よ
夕
結
婚
の
日
か
息
ハ
ヵ

月
以
内
に
市
区
町
村
長
に
届
け

出
か
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外

甲
八
配
偶
者
と
同
に
氏
を
名
の

る
こ
と
が
で
き
る
ぷ
つ
に
な
り

ま
ず
。
（
市
民
課
）

公認業者当番表

月日 東地区 中地区 西地区 碧

12／29
松林工業㈲
32－6468

関口工業㈱
22－8338

㈱彩光設備
44－5630 ○東

地区

の当

番業

者も

しく

は

施工

をし

た業

者

12／30
㈱新下工業
22－0946

西岡工業㈱
22－5551

㈱森工業所
43－1474

12／31
宇治川工業所

31－8688

西潭ｎ備工業
41－7556

朝日建設工業ｍ

21－2185

1／1
ｉｓｆｆｌ工業所

31－8255

久保田工作所

23－5561

ウチラ管工事㈱

43－4168

1／2
南郷工業所
21－2310

㈲照喜名工業所

22－3661

㈲木下工業所

21－2689

1／3
池田工業所
32－2680

森田水道工業所

21－3429

大川設備
23－6275

水道管凍結にご注意

破裂したら休日当番店へ

寒
会
旦
収
と
厳
し
さ
を
加
え
、

水
道
管
の
凍
結
事
故
発
生
の
季
節

夕
迎
泰
行
巡
。

こ
と
し
は
、
夏
以
後
の
異
常
少

雨
で
琵
琶
湖
が
渇
水
。
い
ま
、
第

二
次
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
、
今

後
の
事
態
は
厳
し
い
も
の
が
予
想

さ
れ
ま
ず
。
年
末
は
何
か
と
水
を

使
用
ず
る
機
会
の
多
い
時
期
で
す

の
1
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の

節
水
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
凍
結
に
よ
る
管
の
破
損

や
故
障
が
お
こ
る
と
多
量
の
漏
水

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
予
防
法

と
し
べ
戸
外
に
出
て
い
る
水
道

管
に
保
温
材
舎
曹
ろ
け
る
な
ど

し
て
、
保
温
に
つ
と
の
て
ぐ
だ
さ

い
。
保
温
材
の
手
近
な
も
の
と
し

て
は
布
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
露
出
し
て
い

る
水
道
管
に
巻
政
付
け
、
ビ
ニ
ー

ル
か
巻
い
て
水
に
濡
れ
な
い
ぶ
つ

に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
ず
。

水
道
管
や
蛇
口
が
凍
っ
た
握
に

に
は
、
絶
対
に
熱
湯
か
示
け
な
い

で
ぐ
だ
さ
い
。
凍
っ
た
部
分
に
布

か
石
け
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯

で
溶
か
し
イ
し
ぐ
だ
さ
い
。

年
末
年
始
に
水
道
管
が
故
障
し

た
と
き
は
、
右
表
に
も
と
づ
い
て

お
近
ぐ
の
公
認
業
者
へ
直
接
連
絡

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
水
道
部
）

ねたきり老人に日常生活用具を給付

市
で
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
低
所
得
の
寝
た
き
り
老
人

な
ど
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
日
常

生
活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

▼
給
付
用
具
…
湯
沸
か
し
器
、

マ
ッ
ト
レ
ス
、
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
、

腰
掛
け
便
座
、
特
殊
寝
台
、
特
殊

尿
器
、
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火

器
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
福
祉
課
老
人

福
祉
係
へ
。
（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

工
業
統
計
調
査
は
、
毎
年
十

二
月
三
十
一
日
付
で
通
商
産
業

省
が
行
う
調
査
で
、
対
象
は
製

造
業
に
属
し
て
い
る
事
業
所
で

す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
製

1

1

1

1

1

1

造
業
の
姿
か
表
わ
す
重
要
な
調

査
の
一
つ
で
、
都
市
開
邪
訂
画

や
各
種
製
品
の
生
産
、
－
販
売
計

画
を
立
て
る
握
屁
ど
の
資
料

と
し
て
役
立
つ
て
い
ま
ず
。

近
日
中
に
調
査
員
が
調
喜
作

の
記
入
依
頼
に
伺
い
圭
ｙ
。
お

忙
し
い
中
で
ｙ
が
、
調
査
｀
茫

は
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
い
た

だ
孝
ま
ず
ぶ
り
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
ず
。
（
企
画
課
）

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
ぐ
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
。
（
歴
史
資
料
館
）

　
宇
治
市
街
遺
跡
発
掘

　
現
地
説
明
会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
発
掘

調
査
ｔ
ｆ
す
め
て
い
る
宇
治
市

街
遺
跡
の
掘
説
盟
琴
市
民

対
象
に
開
き
津
ｙ
。

▼
と
き
・
：
1
2
月
2
2
日
出
、
午

後
1
時
半
か
ら
。
固
大
中
止
。

▼
と
こ
ろ
・
・
字
治
壱
番
2
9
（
旧

宇
治
郵
便
局
跡
）
。
当
日
は
、
出

▲歴史資料館パネル展

土
遺
物
の
展
示

と
パ
ン
フ
レ
ッ

ド
も
配
布
。
自

動
車
で
の
来
場

は
ご
遠
原
ぐ
だ

さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

400

年
末
・
年
始
　
市
の
業
務
休
み
に

　
　
　
急
患
は
休
日
急
病
診
療
所
へ

お
正
月
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

年
末
年
始
は
、
市
役
所
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が

休
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
急
病
人
が
出
た
り
、
水

道
管
ガ
パ
ン
ク
し
た
ら
大
変

で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
・

と
き
の
対
策
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
市
の
一
般
業
務

2
8
日
ま
で
で
す

市
役
所
の
仕
事
納
め
は
十
二
月

二
十
八
日
、
新
年
の
仕
事
始
め
は

一
月
四
日
で
す
。
二
十
九
日
か
ら

三
日
ま
で
、
市
の
一
般
業
務
は
休

み
と
な
り
ま
ず
］
。

た
だ
し
、
・
出
生
届
や
、
婚
姻
届
、

死
亡
届
な
ど
緊
急
の
ご
用
の
際
は

本
庁
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
の
お
問
Ｋ
Ｂ
せ
は
、
電

話
⑩
3
1
4
1
番
へ
。
ま
た
、
会

計
課
の
支
払
い
も
二
十
八
日
ま
で

で
す
。

　
市
役
所
連
絡
所

市
内
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご
協
力

で
開
設
し
て
い
る
市
役
所
連
絡
所

は
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

六
日
ま
で
休
み
、
七
日
か
ら
取
り

扱
い
夕
始
め
ま
す
。

年
内
に
住
民
票
な
ど
が
必
要
な

人
は
、
連
絡
所
へ
は
十
二
月
二
十

七
日
の
午
前
中
に
、
市
民
課
へ
は

十
二
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
半

ま
で
に
申
請
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
小
倉
町
の
「
カ
メ
ラ
の
う

さ
ぎ
堂
」
と
横
島
町
の
「
あ
た
り

や
」
は
二
十
八
日
が
定
休
日
で
す

の
で
、
申
請
は
十
二
月
二
土
八
日

ま
で
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
休
日
急
病
診
療
所

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

年
末
年
始
も
開
孝
柔
す
。
診
療
を

受
け
る
人
は
、
「
健
康
保
険
証
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
診
療
科
目
と
診
療
日
・
・
・
小
児

科
・
内
科
－
1
2
月
3
0
日
面
1
月

歯
科
9
Ｗ
弓
日
出
～

日
出
▼
受
付
時
間
・
・
・
午
前

一

9 1 3
作
い
ふ

～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時
半
▼
診
療
時
間
・
：
午
前
1
0
時

～
正
午
、
午
後
1
時
Ａ
時
▼
所

在
地
・
：
宇
治
下
居
1
3
－
2
吊
役

所
の
向
か
い
側
豊
⑩
4
6
3
0
）
。

　
各
種
施
設
の

休
館
日

〈
総
合
福
祉
会
館
Ｖ

年
内
は
二
土
八
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
七
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
年
末
年
始
の
休
館
日
。
一
月

七
日
側
と
十
日
閑
＝
定
例
休
館
日
。

△
宇
治
市
文
化
会
館
・
歴
史
資
料

館
・
中
央
図
書
館
▽

年
内
は
二
十
七
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
休
館
。
一
月
七
日
向
は
休
館

Λ
各
公
民
館
▽

中
央
公
民
館
、
宇
治
・
木
幡
・

小
倉
各
公
民
館
と
も
、
年
内
は
二

十
七
日
ま
で
開
館
。
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
年
末
年

始
の
休
館
日
。
◇
一
月
七
日
囲
1

中
央
公
民
館
の
定
例
休
館
日
◇
一

月
六
日
聞
＝
宇
治
・
木
幡
・
小
倉

各
公
民
館
の
休
館
日
。

〈
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▽

年
内
は
二
十
八
日
ま
で
開
館
。

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
年
末
年
始
の
休
館
日
。

　
環
境
と
景
観
の
変
遷

写
真
パ
ネ
ル
展
示

　
歴
史
資
料
館
で

宇
治
市
歴
史
資
料
館
で
は
、

去
る
十
一
月
三
日
か
ら
写
真
展

示
を
し
て
い
ま
ず
が
、
こ
の
ほ

ど
《
地
理
4
鏡
と
景
観
の
変

遷
）
の
テ
ー
マ
で
写
真
の
展
示

替
え
を
し
ま
し
た
。
早
治
の
地

形
の
忿
鷺
泉
観
の
移
監
お

り
を
写
真
と
図
で
展
示
し
て
い

お買い物のめやす
消費者物価20（12
月分）

この公表価格は、12月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格
平均

価格

価ｔＳ状況
最高価格敢ｌｌｉ価ｔｓ吋前Ｈ比 勾前年比

灯油
18≪店頭

μｊ1，423

ＡｌｌＡ5．￥1．550Ｉ．

ｌｉｔ配達 1．475▲1．1▲4．81，6101．350

ガソリン
レギュラー1≪現金売り147 0 ▲3．9 150 133

ティッシュ

ペーノ｛－

400収入Ｉｌｌｓ

（ク1けックＸ・スコッテｔ）150▲0．7Ａ3．8168 100

台所用ラップ
サランラップ

30ｃｉｉｉｘ20ｃ≪219▲1．8▲0．5 238 168

アルミホイル 25ｃｎｉＸ8ｍ171 3．05．6 188 158

シャンプー
液体ポリ容器220ＣＣ

花王エッセンシャル 233 0 1．3 290 230
洗濯用

粉石けん
2．4ｋｇ 898 0．90．7 980 780

牛肉
すきやき用

中程度100ｂ 359 ▲0．8▲7．0 413 255

ｉｔさけ 切身1〔Ｘ）ｇ321 3．2 6．3 440 160

ばれいしよ 男爵ｌＯＯｇ 18 ▲5．3▲10．0 30 12

キャベツ中玉約1ｋｇ 92
▲24．0▲48．3 120 60

鶏卵
Ｍサイズ

パック入Ｉ0個 204Ｊ．1．0▲1．4 248 168

食用油 日清サラダ油瓶入ｌ，650ｇ733 0．325．7脚 495

しよう油
キッコーマン濃口

瓶入2忿 544 ｌ．Ｉ0．2 638 498

砂糖 上白1ｋｇ 259 ▲0．4 1．2 278 178

小麦・粉
日清小麦粉フラワーＵ

ｋ（薄力粉） 206 0
▲2．4 230 163

インスタント

コーヒー

ネスカフェ黒ラベル

瓶入150ｇ
・967▲1．9▲1．6

ｌヽ，088
698

味噌 タヶヤミソ1ｋｇ317 ▲3．9▲2．2 358 275

ｆｔ’＜ン
普通品1斤

（スライスしたもの） 160 0 ▲5．9 180 120

洗濯代
ワイシャツ白の長そで

139 ▲4．1▲2．8 180 順

　
　
診
療
所

宇
治
市
休
日
急
病

仕
事
納
め
は
2
8
日
、
新
年
は
4
日
か
ら

来年1
月1日
から

休日急病診療所の位置図
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2月24日にま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
税

は
貴
重
な
自
主
財
源
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
に
納
め
ら
れ
る

市
税
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
市

の
仕
事
は
進
め
β
な
チ
。

〈
自
主
納
税
〉

市
で
は
、
納
税
の
本
来
の
姿

で
あ
る
自
主
納
税
を
推
進
し
て

い
未
了
。
自
主
納
税
と
は
、
定

め
ら
れ
た
期
間
内
に
自
主
的
に

納
ぬ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
身
近
で

手
軽
に
納
税
で
き
る
よ
う
各
種

金
融
機
関
を
市
税
の
取
り
扱
い

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

来
年
二
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
「
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
六
十
三
年
の
京
都
国
体

を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
回
で
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

機
関
に
指
定
し
て
い
ま
す
・
各

窓
口
で
納
付
書
に
よ
匯
納
め
る

こ
と
が
で
政
乖
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
納
期
内
納
付
〉

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に

納
税
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い

い
ま
す
。
滞
納
に
な
れ
ば
、
督

促
状
や
催
告
書
に
よ
ひ
納
税
を

促
す
こ
と
に
な
り
未
了
。
ま
た
、

納
期
限
内
に
納
め
た
人
と
の
公

平
夕
保
つ
た
め
、
本
来
の
税
額

の
ほ
か
に
高
率
の
延
滞
金
も
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
、
滞
納
処

分
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ぶ
つ
に
市
税
の
滞
納
は
、

納
税
者
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ

る
だ
け
で
な
ぐ
、
そ
の
滞
納
整

理
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〈
便
利
な
口
座
振
替
制
度
〉

電
気
や
ガ
ス
料
金
の
様
に
、

市
税
も
銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら

▲ランナー約1,000人が出場した第1回宇治川マラソン大会

そ
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
市

内
各
金
融
機
関
（
郵
便
局
か
殴

く
）
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
各
窓
口
に
「
口
座

振
込
納
付
依
頼
書
」
を
備
え
付

け
て
い
ホ
チ
。

〈
有
利
な
前
納
報
奨
制
度
〉

市
民
税
（
音
通
徴
収
）
と
固

定
資
産
税
・
都

市
税
は
納
期
内
に

自
動
的
に
差
し
引
い
て
納
め
る

こ
と
が
で
量
子
。
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
る
と
、
納
期
ご
と

に
市
役
所
や
銀
行
な
ど
へ
出
か

け
る
手
間
が
省
け
未
了
。
ま
た
、

納
期
忿
コ
つ
か
り
忘
れ
た
と
き

で
も
安
心
で
す
。

申
し
込
み
は
、
預
金
通
帳
と

市
計
画
税
に
つ

い
て
は
、
納
期

が
四
回
に
分
か

れ
て
い
水
子
。

納
期
が
来
て
い
な
い
分
を
第
一

期
の
納
期
限
内
に
一
括
し
て
納

め
る
と
、
前
納
報
奨
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の

「
報
奨
金
交
付
用
納
付
書
」
を

使
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

第2回宇治川マラソン大会距離・種別表

距離 記号 種別

5ｋｍ

の部

Ａ 中学生男子

Ｂ 中学生女子

Ｃ 一般（高校生を除く）男子

Ｄ 一般（高校生以上）女子

Ｅ 壮年（ｉｏ歳以上）男子

Ｆ 壮’年（35歳以上）女子

10ｋｍ
の部

Ｇ 一般（高校生以上）男子

Ｈ 一般（高校生以上）女子

20ｋｍ

の部

Ｉ 一般（高校生以上）男子

Ｊ 一般（高校生以上）女子

▼
と
き
・
：
6
0
年
2
月
2
4
日
前
、

雨
天
決
行
▼
受
腿
付
け
・
：
午
前
8

時
～
9
時
に
太
陽
が
丘
公
園
セ
ン

タ
ー
前
▼
種
目
・
：
右
表
▼
参
加
資

格
・
：
中
学
生
以
上
で
健
康
な
人
▼

参
加
料
・
・
・
一
般
二
千
円
、
高
校
生

千
円
、
中
学
生
五
百
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
参
加
料
を

　
宇
治
市
消
防
出
初
め
式

年
の
始
め
に
消
防
職
員
、
団
員

が
集
ま
り
、
防
火
研
活
動
の
充

実
と
発
展
の
た
め
団
結
と
士
気
を

高
め
毒
了
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
多

数
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
6
0
年
1
月
7
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
太

〈
納
税
の
相
談
〉

訂
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
や
、
災
害
な
ど
の
事
情
で
納

期
内
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

納
税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

主な市税の納期限の一覧

※20ｋｍの部は、男女を問わず関門制限を
行い、15ｋｉｎ通過2時間以内、ゴールは
2時間30分とする。

添
え
て
、
五
ケ
庄
三
番
割
、
（
財
）

里
笛
体
育
協
会
・
第
2
回
牢
島

川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
へ
。
申

込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
▼
締

め
切
り
…
6
0
年
1
月
1
8
日
廊
の
消

印
有
効
▼
問
な
Ｂ
せ
・
：
前
記
の

事
務
局
（
萱
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

ミ
4月 5月6月 7月 8月9月10月 11月 12月 1月 2月 3月

4）－ｌ

30日
30日 31日 31日 31日 31巳 31日 訓

固定資産税ｌ期 2擢 3期 4期

市府民税 ｌ期 2期 3期 4期

軽自動車税全期

陽
が
丘
▼
参
加
・
・
・
消
防
団
、
自
衛

消
防
隊
、
少
年
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

消
防
職
員
な
芦
松
八
百
人
▼
内
容

・
：
消
防
団
員
の
表
彰
や
、
署
員
や

団
員
の
基
本
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練

な
ど
。
な
お
、
当
日
午
前
8
時
に
、

消
防
団
員
を
召
集
す
る
サ
イ
レ
ン

忿
諭
し
柔
ｙ
。
火
事
と
間
違
え

な
い
ぷ
っ
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

（
消
防
本
部
）

　
宇
治
市
成
人
式

社
会
へ
の
仲
間
入
り
を
ず
る
新

成
人
を
、
祝
い
励
ま
小
池
市
成

人
式
を
開
き
ま
す
。

▼
名
称
・
：
宇
治
市
成
人
式
▼
と

き
…
6
0
年
1
月
1
5
日
㈲
、
午
後
1

時
Ｆ
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市

文
化
心
一
館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
…
第

1
部
＝
記
念
式
典
、
記
念
講
演
（
伏

見
工
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
・
山
口

良
治
監
督
）
。
第
2
部
＝
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
落
語
（
月
亭
八
方
）
、
ゲ

ー
ム
大
会
▼
対
象
・
・
・
昭
和
3
9
年
4

月
2
日
か
ら
4
0
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
書
れ
た
市
民
▼
主
催
・
・
・
宇
治

市
成
人
式
実
行
委
員
会
・
宇
治
市

教
育
委
員
会
ｙ
問
監
Ｂ
摯
・
・
社

会
教
育
課
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

　
新
年
市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
6
0
年
1
月
3
日
困
、

午
前
9
時
半
に
宇
治
市
役
所
前
に

集
合
▼
コ
ー
ス
・
・
・
市
役
所
↓
横
島

堤
↓
桃
山
御
陵
↓
乃
木
神
社
（
解

散
）
の
約
7
べ
交
通
費
は
自
己

負
現
雨
天
中
止
。

吊
民
体
育
課
）

　
市
民
ス
キ
ー
教
室

▼
と
き
…
6
0
年
1
月
2
7
日
旧
▼

と
こ
ろ
・
・
・
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー

場
▼
定
員
…
『
Ｔ
ハ
（
先
着
順
）
▼

参
加
料
：
大
人
二
千
五
百
円
、
こ

μ
石
二
千
円
▼
貸
し
ス
キ
ー
（
Ｉ

セ
ッ
ト
）
：
大
人
千
五
百
円
、
こ

ａ
ｊ
≫
5
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
6
0
年
1

月
1
4
日
ま
で
に
、
参
加
料
ｍ
ｉ
－
ｋ
：

て
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
へ

吊
民
体
育
課
）

　
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
整

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

必
一
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

毎
年
行
っ
て
い
未
了
。
本
年
度
も

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
現
在
で
選

市
長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ

1月2日午後5時25分

京都テレビ・34ｃｈ

挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
人
を
調

査
し
ま
す
。

登
載
申
請
が
で
き
る
の
は
、
①

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

書
れ
た
人
で
、
②
一
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
農
地
含
筰
し
て
い

る
人
か
、
③
耕
作
し
て
い
る
人
と

同
居
の
親
族
か
配
偶
者
で
、
年
間

お
お
ひ
ね
六
十
Ｂ
以
上
耕
作
に
従

事
す
る
人
で
す
。

申
請
用
紙
は
、
十
二
月
下
旬
に

各
農
家
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
来

年
一
月
十
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
か
最
寄
り
の
農
協
各
支
店

へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
。
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
（
晨
業
委
員
心
一
）

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
一
七
条
に
築
つ

き
、
六
十
年
一
月
四
日
か
ら
十
八

日
ま
で
次
の
計
画
が
縦
覧
で
き
ま

す
。▼

計
画
案
…
「
尖
山
線
」
「
御

蔵
山
緑
地
」
▼
縦
覧
場
所
・
・
・
都
市

計
画
課
（
市
役
所
新
館
）
。

（
都
市
計
画
課
）

社
会
保
険
の

相
談
受
け
付
け

社
必
一
保
険
庁
が
、
社
心
］
保
険
相

談
所
を
開
き
康
ｆ
ｙ
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
月
1
1
八
日

廊
＝
小
倉
公
民
館
、
1
月
2
5
日
廊

ふれ
も
午
後
1
時
1
4
時
▼
内
容
・
・
・

社
会
保
険
全
般
に
わ
た
る
事
務
、

申
請
書
の
受
け
付
け
な
ぺ（
保
険
年
金
課
）

一
月
二
日
團
、
午
後
五
時
二

十
五
分
か
ら
五
分
間
、
京
都
テ

レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
3
4
咄
）
で
、
池

本
市
長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
ホ
ヂ
。
ぜ
ぴ
ご
覧
く
だ
さ

い
。な

お
、
年
末
十
二
月
三
十
一

日
側
の
京
都
テ
レ
ビ
栄
治
市

政
だ
よ
夕
の
放
映
時
間
が
、

午
後
四
時
五
十
五
分
か
ら
の
三

分
間
に
茎
言
れ
康
ｙ
。
ご
注

意
ぐ
だ
さ
い
。
（
広
報
課
）

（60年1月分）衛生・相談・移動図書館

社会福ｔｌ：協議会の法律（定貝ｉｏ人）・キ

金■結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政－人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲弑。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（ａ⑩8698）

で。高船者職業相談ｉ無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（ｎ⑩5652）で。

不用犬・猫の引き取り

●14日（木幡公民分館ｌＯ時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇治保健所11時半着）。（環境保全課）

相談あんない

●移動市民相談。（29日、名木集会所13時半～16時）。●青少年相談（25日、市民会館13時～16時）青少年の悩みなど。●京都府交通事故巡回相談（9，23日京都府宇治地方振興局豊（92970，9時～16時）。

一
刈
日
伽

2
9
日
図

2
4
日
ｇ

2
3
日
出

2
2
日
肉

1
8
日
６

1
7
日
困

旧
日
團

‐
日
囲

1
0
日
1

9
日
出

8
日
肉
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

広
野 開
伊
勢
田

蔭
山
槙
島
南
小
倉

緑
ヶ
原

平
盛
西
大
久
保

大
久
保

遊
田
南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
聚
木
幡
岡
屋
福
角
東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
区

5
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
3
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
―
・
0

5
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
2

1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
1
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
0
1
・
4
～
1
・
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
2
0

Ｏ
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0
―
・
Ｏ
ー
1
・
3

Ｏ
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
0
1
・
ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0
1
・
2
～
1
・
2

3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
―
・
0

Ｏ
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
ー
ー
・
0

4
・
0
6
・
0
―
・
Ｏ
ー
ー
・
0

4
・
0
5
・
0
1
・
4
～
1
・
3

抒
3
0
～
1
4
‥
2
0

4
・
0
5
・
0
1
・
3
ー
1
一
4

1
3
一
3
0
～
1
4
一
1
0

1
4
‥
2
0
～
1
6
‥
0
0

1
3
‥
3
0
ー
1
4
‥
0
0

駐
車
時
間

大
久
保
小
学
佼

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

4
≪
ｔ
ａ
＜
Ｉ
ｎ
Ｅ
ｉ
2
の
ｗ
＝
～
八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
介
小
学
校

日
産
車
体
体
育
館
南
側

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
倉
中
学
校
北
門

南
陵
第
2
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
公
⑩
1
5
1
1
）

401

新春行事のお知らせ
税を知る

自主納税

第2回

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新春番組
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広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

1／421大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、
久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）522開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）

723小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

824道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前925までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）1028小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内蔭山国鉄以北の防廟・天神ｊ

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田．御園、陣ノ1129内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東巾）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島．西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1430中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝／東）

木幡（ｍ小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

1原ヽ壇ノ東ヽ寺界道ヽ野添ヽ大林ヽ梅林ヽ西153浦、新開、平野、折坂、福角、一一二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、

162／1χ誤鉛言幄創

明星町、（全域）志津川（全域）

宇治（山本．乙方、東内、又振、山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽．蓮華、－塔川、善法、東山．下居．琵琶、野神、弐番、

172／2池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）182／4神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

192／5回ｄ原註喉豺瓢ｎ、中ａ、ＡＯｊ）

西大久保府営住宅（1～20棟）

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域
122／2内畑、西中．中村（国鉄以西）．大＊Ｉ戸（国鉄以西）．壇ノ東、西浦、熊小路、南端ｍ鉄以西）
142／4大林、梅林．芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
17寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
18西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
19福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
21車田一部、平町．一里塚、ｐノ内（棋Ｓ飛地）
22車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
23福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、半野、一番割、二番割、三番割一部
24西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
25芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ），中村（さっ含ヶ丘）
26南山（Ｂ）、金草原
28南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
29北畠、桧尾、平尾、須留
30花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

31北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域
正中（国鉄以西）、西中一部、東（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、2／1一丁目、札ノｉｔ町、ｍｍ町、北冑

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前．只川、中筋、122／2池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

24田原．升ノ尻、日椋、平盛．南ノロ

25北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、寺山（翠光園団地）

26寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、石塚00華寺涌わ以丙ｊ

28東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
29小根尾、大開一部、尖山一部．宮東、宮西、宮北

30野神ヽ大谷ヽ弐番（府道以南）ヽ大谷山（権見町）ヽ琵琶ヽ若森（国鉄以南）ヽ矢落（国鉄以南）ヽ壱番一部ぐ宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

31下居、善法．壱番妙楽、宇文字、里屏（国鉄以南）、塔川
2／1蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本．荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

年末年始の

し尿収集日程について

年末年始の収集は、特別の収

集日程になっていますので。よ

く確認してください。

年末の収集は別表の通り実施

します。年内に定期収集で「く

みもれ」がありましたら、必ず

マンホール側（収集口）より確

認のうえ12月30日（日）の正午まで

に、城南衛生管理組合（Ｓ075－

631－5171）へご連絡ください

（12月30日午前中までに連絡の

ない場合は対応できません）。年

始は1月6日（日）から定期収集を

始めます。

また、臨時収集（有料）の申

し込みは12月26日俐までです。

小倉町・伊勢田町・横島町・宇台・羽拍子町地域

122／2南浦（100～110、84～Ｓ、30～33）、大只団地、山際一部
142／4南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡．北内、門口、幡貫、162／5郡、石橋（大川原線以東）

17老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、18十一（大Ｊｌｌ原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

19寺内、西浦
21．南堀池（本通り以北）、南堀池（．本通り以南）
22南堀池（大和、田中）、Ｍｍ

南遊田、遊田、砂田、南山、，ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、23中ノ田、名木、浮面．安田町全域

中山（近鉄Ｊｉｌ東）・，大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前．24大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

25中山（近鉄以西）、毛語、若林
26羽拍子町
28蛇塚弐番ぐ府道以ｄＫ”）池森米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、29神楽田（山中含む）

30戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）－里尻（国鉄以北）、小桜

31東目川、西目川、南落合（Ｏ～3の通りｔで）
2／1南落合（4の通り以降～13の通りまで）
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し尿収集日程表もえないゴミ収

集日程表

年末年始の特別

収集
し尿特別収集

特別収集期問

12/24～1/1

扁、燧 六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・横島町・炭山・笠取地域
12／24（月） 大林、梅林、芝ノ束（国鉄以西）、西m国鉄以西）、野添、谷前、梅林官有地
12／25（火） 寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林一部、西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部

12／26（水）
薗場（大川原線以北）．大幡、北内、門口、幡貫、郡、石橋（大川原線以東）、吹前、
中川原（大川原線以東）、十一（大川原mm、国道以東）、十六（国道以東）、
十八（国道以東）゛

12／n（木） 福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村．大八木6、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）

12／28（金）車田全域、平町、丸山．

12／29（土）
出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）、福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、
平野、一番割、二番割、三番割一部

1／6（日）
西浦（国鉄以東）、三番割．芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）、芝ノ東（府道以東）、
広岡谷

1／7（月）南山（Ａ）（Ｂ）

1／8（火）中村（さつきヶ丘）、金草原、南山畑、北山畑、北畠全域、大瀬戸（国鉄以東）、
中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、南山一部（4番地内）

1／9（水）桧尾、平尾、須留、陣ノ内（国鉄以東）、m喇、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部、笠取

1／10（木）花揃、赤塚、御蔵山（京阪住宅）、畑山田、北御蔵山（平尾）、中肺蔵山

1／11（金）町並、奈良町、畑町、河原、徳永、柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町、北島、
正中（国鉄以西）、西中一部、東中（國鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）、炭山全域

’’・’．｀｀ｉ．λ．・・●・．．、．・．●．．．、，・、．．、・．．．

≧、恕 白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

1／6（日）田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ、北ノ山、山ノ内、南ノロー部、上ノ山（近鉄以西）、
大竹（近鉄以西）

1／7（月）上ノ山（近鉄以Ui）、大竹（近鉄以東）、茶屋裏、久保、西裏、寺山（国鉄以西）、
寺山（翠光園団地）、寺山、宮谷、尖山一部

1／8（火） 一里山、束裏、桐生谷、開町、大開一部、丸山、中島

1／9（水）小根尾、大開一部、宮東、宮西、宮北、尖山一郎、若森（国鉄以南）、矢落m鉄以南）、
壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

1／10（木）
野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、下居、善法、壱番、宇文字、塔川、
妙楽（宇治電報電話局前通り以南）

1／11（金）妙楽（宇冶電報電話局前通り以北）、里尻（国鉄以南）、蓮華．乙方、東内、又振、山田、
紅斎、白川、金井戸、山本、志津川、荒棋、田中、大垣内、妙見

J紆、鎚き 小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・神明・羽拍子町地域

12／24（月） 南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）、山際（山際町内会）

12・／25（火）老ノ木、久｛恥、西山（［同道以束）、蓮池、山際（山際第2町内会）、
寺内一部

12／26（水）東山、天王、蔭山、半白

12／27（木）
南堀池（本通り以北）、寺内．西浦（西浦町内会、ビバ小倉店西側
通り以西）

12／28（金）
南堀■M大和、田中）、南堀池（本通り以南）、西浦（西浦東町内会、
ビバ小介店西側通り以東）、西浦（中央商店街通り以南）

12，’29（土）
南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ．毛語一部、中ノ荒、井尻、
巾ノ田名木浮面安田町令域、堀池

1／6（日） 毛語、中山（近鉄以西）、春日森．一ノ坪、島前、大町、大川原、
φ川原ぐ大川原拉以丙）石梧ぐ大川原拉以西）

＼／7（月）
西畑、中畑、中山（近鉄以東）、大谷、羽拍子、石塚（心葉寺辿り
以西）

1／8（火） 石塚（心華寺通り以東）．宮北一部、蛇塚、弐番（府道以北）、池
森米阪若林）

1／9（水） 戸ノ内、矢落m鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、
小桜北山A・B・C・D団地、巾央台、西山（近鉄以西）

1／10（木） 西山（国道以西、近鉄以東）、神楽田（山中含む）、東目川、西目
川南茨合印のmilのみ）

1／11（金） mm合（1～13の通りまで）

ゴ
ミ
特
別
収
集

　
年
末
は
1
9
一
月
2
9
日
出
ま
で
平
常

ど
お
り
収
集
。
な
お
、
1
2
月
3
0
日

聞
は
、
収
集
日
が
月
・
木
曜
日
の

地
区
を
特
別
収
集
し
康
す
。
新
年

は
1
月
4
日
吻
か
ら
平
常
ど
お
り

収
集
し
康
す
。
現
在
、
午
前
の
収
集

地
区
は
年
末
年
始
の
間
（
1
2
／
2
5

～
1
／
1
0
）
は
必
ず
午
前
9
時
ま

で
に
ゴ
ミ
か
田
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

月
丿
木
の
…
…
‥

～
収
集
地
ほ

水
・
王
の
言

～
収
渠
地
区

火
～
金
の
回
．

、
．
、
取
集
地
区

年
末
最
後
の
収
集
日

驚
煮
背
面

1
2
月
2
9
日
㈹

習
腿
日
㈲

　
仙
郷
山
埋
立
処
分
地
は
、
1
2
月

2
9
日
出
午
後
4
時
ま
で
業
務
を
行

い
ま
す
。
』
茉
は
机
分
地
が
混
雑

し
康
す
の
で
、
早
め
に
持
ち
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。
車
の
荷
台
に
は
シ

ー
ト
今
孚
か
ぶ
せ
で
ぐ
だ
さ
い
。

新
年
は
1
月
4
日
嵐
か
ら
始
め
ま

す
。臨

時
ゴ
ミ

　
粗
大
ゴ
ミ
、
一
時
に
出
た
多
量

の
ゴ
ミ
は
、
電
話
で
有
料
収
集
の

申
し
込
み
か
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
内
に
処
理
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
1
2
月
2
5
日
叫
ま
で
に
清
掃
事

務
所
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
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